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六 

 

 

 



三
七 

 

 

△
案
件 

 

消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

 

新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て 

 

△
会
場 

川
越
地
区
消
防
局 

三
階
講
堂 

 

△
出
席
委
員 

 
 
 

委 

員 

長 
 

柿 

田 
有 
一 

議
員 

 

副
委
員
長 

 

矢 

内 

秀 

憲 

議
員 

 
 
 

委 
 

員 
 

小 

峯 

松 
治 
議
員 

 

委 
 

員 
 

牛 

窪 

喜 

史 

議
員 

 
 
 

委 
 

員 
 

村 

山 

博 

紀 
議
員 

 

委 
 

員 
 

栗 

原 

瑞 

治 

議
員 

 
 
 

委 
 

員 
 

吉 

敷 

賢
一
郎 

議
員 

 

委 
 

員 
 

中 

村 

文 

明 

議
員 

 
 
 

委 
 

員 
 

小 

高 

浩 

行 

議
員 

 
委 

 

員 
 

小 

林 
 
 

薫 

議
員 

 
 
 

委 
 

員 
 

片 

野 

広 

隆 

議
員 

 

△
組
合
議
会
議
長 

 
 
 

議 
 

長 
 

小
ノ
澤 

哲 

也 

議
員 

 

△
組
合
議
会
副
議
長 

 
 
 

副 

議 

長 
 

爲 

水 

順 

二 

議
員 

 

△
説
明
の
た
め
の
出
席
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

消
防
局
長 

 

浅 

見 
 
 

篤 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次 

長 
 

武 

笠 
 
 

浩 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〃 
 
 
 

大 

谷 

清 

秋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

 

山 

本 

雄 

一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
副
室
長 

 

中 

村 

俊 

規 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
主
任 

 

高 

橋 

一
二
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

指
揮
統
制
課
長 

 

小
久
保 

和 

徳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

指
揮
統
制
課
副
課
長 

 

釆 

澤 

勝 

義 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指
揮
統
制
課
主
査 

 

江 

田 

邦 

彰 

 

△
委
員
会
に
出
席
し
た
職
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書
記
長 

 

黒 

澤 

博 

行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書 

記 
 

田 

中 
 
 

尚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〃 
 
 
 

原 

田 
 
 

剛 

 

○
開 

 

会 
 

午
後
一
時
〇
分 

○
議 

 

題 

 

消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

 

新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て 

柿
田
有
一
委
員
長 

消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
は
、
定
足
数
に
達
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
開
会
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

直
ち
に
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

傍
聴
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
事
務
局
。 

 
 
 
 
 

（
「
傍
聴
人
な
し
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

そ
れ
で
は
、
審
査
に
入
り
ま
す
前
に
前
回
の
会
議
の
内
容
を
確
認
い
た
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 

九
月
二
十
六
日
の
会
議
で
は
、
消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
及
び
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、

資
料
を
基
に
説
明
を
受
け
、
続
い
て
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

工
事
工
程
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
次
に
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

協
議
し
、
散
会
い
た
し
ま
し
た
。 



三
八 

 

 

 
 
 
 
 
 

以
上
が
前
回
の
特
別
委
員
会
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

ま
た
、
前
回
の
会
議
の
後
、
現
地
視
察
と
し
て
十
月
二
日
、
第
四
回
定
例
会
閉
会

後
、
免
震
装
置
の
施
工
状
況
等
に
つ
い
て
、
二
月
十
七
日
及
び
十
八
日
に
は
雨
水
貯

留
槽
の
設
置
状
況
等
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

続
い
て
、
本
日
の
特
別
委
員
会
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

お
手
元
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
特
別
委
員
会
次
第
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

本
日
は
、
消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
建
設
工
事

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
防
災
学
習
施
設
に
つ
い
て
及
び
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
を
そ
れ
ぞ
れ
単
独
議
題
と
し
、
理
事
者
よ
り
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
工
事
工
程
概
要
に
つ

い
て
理
事
者
よ
り
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
い
て
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
御
協
議
願
い
、
特
別
委
員
会
を
閉
じ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
が
本
日
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

こ
れ
よ
り
付
議
事
件
で
あ
り
ま
す
消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
審
査
に
入
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

初
め
に
、
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

説
明
願
い
ま
す
。 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

そ
れ
で
は
、
議
題
⑴
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
御
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

大
変
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
着
座
に
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

初
め
に
、
お
手
元
の
資
料
一
、
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
を
御
覧
く
だ
さ

い
。 

 
 
 
 
 
 

本
資
料
は
、
前
回
、
令
和
六
年
九
月
の
特
別
委
員
会
で
御
報
告
い
た
し
ま
し
た
以

降
の
昨
年
九
月
下
旬
か
ら
本
年
二
月
下
旬
ま
で
の
工
事
の
進
捗
状
況
を
整
理
し
た
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

資
料
の
概
要
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
か
ら
三
ペ
ー
ジ
は
航
空
写
真
に
よ
る
建
設
現

場
の
推
移
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
四
ペ
ー
ジ
か
ら
十
七
ペ
ー
ジ
ま
で
が
各
工
事
の
施

工
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
、
最
初
に
、
一
ペ
ー
ジ
目
上
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
昨
年
九
月

下
旬
の
施
工
状
況
で
、
庁
舎
棟
工
事
で
は
、
免
震
下
部
の
基
礎
工
事
と
車
庫
棟
の
基

礎
工
事
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
車
庫
棟
の
東
側
の
雨
水
貯
留
槽
工
事
で
は
、

盛
土
材
搬
出
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
下
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
昨
年
十
月
下
旬
の
施
工
状
況
で
、
庁
舎

棟
で
は
一
階
床
梁
り
の
施
工
、
車
庫
棟
で
は
引
き
続
き
基
礎
工
事
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
雨
水
貯
留
槽
工
事
で
は
、
掘
削
工
事
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
二
ペ
ー
ジ
目
上
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
昨
年
十
一
月
下
旬

の
施
工
状
況
で
、
庁
舎
棟
で
は
一
階
床
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
を
行
い
、
車
庫
棟
で

は
基
礎
配
筋
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
雨
水
貯
留
槽
工
事
で
は
、
引
き
続
き

掘
削
工
事
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
下
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
昨
年
十
二
月
下
旬
の
施
工
状
況
で
、
庁

舎
棟
で
は
二
階
床
の
配
筋
工
事
、
車
庫
棟
で
は
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
雨
水
貯
留
槽
設
置
工
事
で
は
、
掘
削
工
事
が
完
了
し
、
基
礎

砕
石
工
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
三
ペ
ー
ジ
目
上
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
本
年
一
月
下
旬
の

施
工
状
況
で
、
庁
舎
棟
で
は
二
階
の
壁
並
び
に
三
階
の
床
の
配
筋
を
、
車
庫
棟
の
西

側
で
自
家
用
給
油
取
扱
所
施
工
の
準
備
作
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
雨
水

貯
留
槽
設
置
工
事
で
は
、
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
下
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
本
年
二
月
下
旬
の
施
工
状
況
で
、
庁
舎

棟
で
は
二
階
部
分
の
配
筋
、
自
家
用
給
油
取
扱
所
の
山
留
工
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
雨
水
貯
留
槽
工
事
で
は
、
貯
留
槽
本
体
設
置
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 



三
九 

 

 

 
 
 
 
 
 

以
上
が
航
空
写
真
の
説
明
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
四
ペ
ー
ジ
目
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
こ
こ
か
ら
は
庁
舎
棟
工
事
の
詳

細
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

初
め
に
、
上
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
昨
年
十
月
上
旬
の
施
工
状
況
で
、
現

地
視
察
で
も
御
確
認
い
た
だ
き
ま
し
た
免
震
基
礎
底
部
に
免
震
装
置
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
下
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
同
じ
く
十
月
上
旬
の
状
況
で
、
免
震
装

置
上
部
に
一
階
床
配
筋
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
五
ペ
ー
ジ
目
上
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
昨
年
十
一
月
上
旬

の
施
工
状
況
で
、
一
階
床
並
び
に
梁
の
配
筋
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
下
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
昨
年
十
一
月
中
旬
の
施
工
状
況
で
、
一

階
の
床
の
配
筋
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
六
ペ
ー
ジ
目
上
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
昨
年
十
一
月
下
旬

の
施
工
状
況
で
、
一
階
床
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
下
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
昨
年
十
二
月
上
旬
の
施
工
状
況
で
、
一

階
の
柱
の
配
筋
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
七
ペ
ー
ジ
目
上
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
昨
年
十
二
月
上
旬

の
施
工
状
況
で
、
一
階
の
外
壁
等
型
枠
工
に
伴
う
外
部
足
場
の
設
置
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
下
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
昨
年
十
二
月
中
旬
の
施
工
状
況
で
、
二

階
の
床
並
び
に
梁
の
配
筋
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
八
ペ
ー
ジ
目
上
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
本
年
一
月
上
旬
の

施
工
状
況
で
、
二
階
の
床
配
筋
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
下
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
本
年
一
月
下
旬
の
施
工
状
況
で
、
二
階

床
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
九
ペ
ー
ジ
目
上
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
本
年
二
月
上
旬
の

施
工
状
況
で
、
二
階
の
柱
と
三
階
の
床
の
配
筋
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
下
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
本
年
二
月
上
旬
の
施
工
状
況
で
、
躯
体

工
事
進
捗
に
伴
い
外
部
足
場
の
設
置
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
十
ペ
ー
ジ
目
上
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
本
年
二
月
下
旬
の

施
工
状
況
で
、
三
階
床
配
筋
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
下
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
同
じ
く
本
年
二
月
下
旬
の
状
況
で
、
躯

体
工
事
進
捗
に
伴
い
外
部
足
場
の
設
置
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
十
一
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
こ
こ
か
ら
は
緊
急
車
両
車
庫
工

事
の
詳
細
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

初
め
に
、
上
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
昨
年
十
一
月
上
旬
の
施
工
状
況
で
、

杭
基
礎
の
杭
頭
補
強
筋
の
配
筋
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
下
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
昨
年
十
一
月
中
旬
の
施
工
状
況
で
、
基

礎
配
筋
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
十
二
ペ
ー
ジ
目
上
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
昨
年
十
二
月
上

旬
の
施
工
状
況
で
、
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
下
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
昨
年
十
二
月
中
旬
の
施
工
状
況
で
、
基

礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
型
枠
の
脱
型
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
十
三
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
こ
こ
か
ら
は
雨
水
貯
留
槽
工
事

の
詳
細
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

初
め
に
、
上
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
昨
年
十
一
月
の
施
工
状
況
で
、
雨
水

貯
留
槽
設
置
箇
所
の
掘
削
工
事
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
下
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
昨
年
十
一
月
下
旬
の
施
工
状
況
で
、
掘

削
工
事
の
進
捗
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
十
四
ペ
ー
ジ
目
上
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
昨
年
十
二
月
中

旬
の
施
工
状
況
で
、
雨
水
を
一
旦
集
約
す
る
特
殊
人
孔
設
置
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
下
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
本
年
二
月
上
旬
の
施
工
状
況
で
、
雨
水
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貯
留
槽
の
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
十
五
ペ
ー
ジ
目
上
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
本
年
二
月
下
旬

の
施
工
状
況
で
、
雨
水
貯
留
槽
本
体
の
設
置
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
下
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
同
じ
く
二
月
下
旬
の
施
工
状
況
で
、
雨

水
貯
留
槽
に
保
護
シ
ー
ト
、
遮
水
シ
ー
ト
設
置
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
十
六
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
こ
こ
か
ら
は
外
周
道
路
整
備
の

詳
細
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

初
め
に
、
上
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
本
年
一
月
中
旬
の
施
工
状
況
で
、
敷

地
南
側
市
道
で
水
路
整
備
に
伴
う
掘
削
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
下
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
本
年
二
月
上
旬
の
施
工
状
況
で
、
水
路

構
造
物
の
設
置
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
十
七
ペ
ー
ジ
上
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
本
年
二
月
下
旬
の

施
工
状
況
で
、
敷
地
東
側
市
道
で
擁
壁
の
基
礎
工
事
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
、
大
変
雑
駁
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
議
題
⑴
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
の
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

委
員
の
皆
様
か
ら
御
質
疑
、
御
意
見
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
御
発
言
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
い
で
す
か
。
ー
質
疑
が
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
質
疑
を
終
了
い

た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
防
災
学
習
施
設
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

説
明
願
い
ま
す
。 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

議
題
⑵
防
災
学
習
施
設
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

引
き
続
き
着
座
の
ま
ま
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

資
料
二
―
一
、
業
務
委
託
契
約
の
内
容
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

業
務
委
託
契
約
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

一
、
契
約
の
目
的
は
、
川
越
北
消
防
署
防
災
学
習
展
示
及
び
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
作

成
業
務
委
託
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

二
、
契
約
の
方
法
は
、
一
般
競
争
入
札
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

三
、
契
約
の
金
額
は
、
九
千
八
百
四
十
五
万
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

四
、
契
約
の
相
手
方
は
、
東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
三
丁
目
二
十
三
番
地 

株

式
会
社
ト
ー
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
開
発
研
究
所
代
表
、
山
村
健
一
郎
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

五
、
委
託
期
間
は
、
令
和
七
年
一
月
三
十
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
十
三
日
ま
で

で
す
。 

 
 
 
 
 
 

六
、
契
約
締
結
日
は
、
令
和
七
年
一
月
三
十
一
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

七
、
委
託
の
概
要
は
、
展
示
造
作
業
務
一
式
、
映
像
、
音
響
設
備
装
置
業
務
一
式
、

電
気
、
照
明
設
備
設
置
業
務
一
式
、
情
報
系
機
器
設
備
設
置
業
務
一
式
、
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ソ
フ
ト
、
映
像
ソ
フ
ト
制
作
業
務
一
式
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

八
、
資
料
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
次
ペ
ー
ジ
資
料
二
―
二
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

防
災
学
習
施
設
を
分
か
り
や
す
く
イ
メ
ー
ジ
に
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

本
防
災
学
習
施
設
は
、
庁
舎
一
階
ロ
ビ
ー
と
二
階
ロ
ビ
ー
を
使
用
い
た
し
ま
す
。

本
施
設
は
、
学
習
効
率
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
体
験
を
交
え
効
果
的
に
知
識
を
得
ら
れ

る
よ
う
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
、
大
変
雑
駁
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
防
災
学
習
施
設
に
つ
い
て
の
説
明
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

委
員
の
皆
様
か
ら
御
質
疑
、
御
意
見
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ば
御
発
言
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
い
で
す
か
。
ー
質
疑
が
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
質
疑
を
終
了

い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
防
災
学
習
施
設
に
つ
い
て
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

説
明
願
い
ま
す
。 
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新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

議
題
⑶
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

引
き
続
き
着
座
の
ま
ま
御
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

資
料
三
、
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

令
和
六
年
九
月
の
特
別
委
員
会
で
お
示
し
い
た
し
ま
し
た
工
程
内
容
か
ら
若
干
の

見
直
し
等
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
変
更
箇
所
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

初
め
に
、
造
成
工
事
の
見
直
し
箇
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

道
路
水
路
の
う
ち
第
一
期
外
周
道
路
整
備
工
事
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

前
回
の
特
別
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
、
工
事
完
了
予
定
は
三
月
末
と
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
水
路
に
使
用
す
る
Ｕ
字
側
溝
が
特
殊
品
で
あ
り
、
納
期
に
時

間
を
要
し
た
た
め
、
点
線
で
示
す
と
お
り
工
期
を
五
月
中
旬
ま
で
延
長
い
た
し
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
議
題
二
で
説
明
い
た
し
ま
し
た
防
災
学
習
施
設
の
契
約
が
完
了
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
本
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
下
段
、
一
番
下
に
工
期
と
し
て
追
加
を
い
た
し

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
、
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
の
御
説
明
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
口
頭
で
の
御
報
告
に
な
り
ま
す
が
、
先
日
、
庁
舎
棟
本
体
工
事
受
注
者
の

前
田
・
岩
堀
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
よ
り
、
昨
今
の
建
設
資
材
等
の
価
格
高
騰

に
対
す
る
ス
ラ
イ
ド
条
項
の
適
用
に
つ
い
て
協
議
依
頼
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

庁
舎
棟
本
体
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
十
二
月
十
五
日
が
工
期
末
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
い
段
階
で
契
約
変
更
の
手
続
を
調
え
、
本
特
別
委
員
会

に
御
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
消
防
組
合
議
会
へ
上
程
い
た
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
、
大
変
雑
駁
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
議
題
⑶
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

の
御
説
明
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

委
員
の
皆
様
か
ら
御
質
疑
、
御
意
見
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
発
言
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
よ
ろ
し
い
で
す
か
。
ー
質
疑
が
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
質
疑
を
終
了
い
た

し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

理
事
者
、
席
の
入
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
審
査
に
入
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

工
事
工
程
概
要
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

説
明
願
い
ま
す
。 

指
揮
統
制
課
長 

そ
れ
で
は
、
議
題
⑴
工
事
工
程
概
要
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

大
変
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
資
料
等
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
着
座
に
て
説
明
を

い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
、
お
手
元
の
資
料
四
―
一
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事
工
程
概

要
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

実
線
は
実
施
済
み
を
示
し
、
点
線
は
計
画
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
前
回
お

示
し
し
た
工
程
概
要
か
ら
変
更
に
な
っ
た
部
分
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
資
料
四
―
二
、

新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事
工
程
概
要
、
二
〇
二
四
年
九
月
二
十
六
日
開
催
の

特
別
委
員
会
提
出
資
料
を
比
較
資
料
と
し
て
添
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

併
せ
て
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

初
め
に
、
資
料
四
―
一
、
業
務
区
分
③
仕
様
確
認
・
機
器
承
諾
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

当
初
、
仕
様
確
認
・
機
器
承
諾
の
期
間
を
令
和
六
年
七
月
か
ら
十
月
ま
で
と
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
令
和
六
年
七
月
か
ら
令
和
七
年
三
月
中
旬
ま
で
と
変
更
し
実
施
を

い
た
し
ま
し
た
。
期
間
変
更
の
理
由
に
つ
き
ま
し
て
は
、
仕
様
書
の
認
識
に
そ
ご
が

な
い
こ
と
の
ほ
か
に
、
承
諾
機
器
の
細
部
に
わ
た
る
内
容
の
精
査
を
行
っ
た
も
の
で

あ
り
、
令
和
七
年
三
月
十
四
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

引
き
続
き
資
料
四
―
一
、
業
務
区
分
④
現
地
調
査
（
各
署
所
）
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

新
た
に
追
加
い
た
し
ま
し
た
業
務
区
分
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
業
務
は
各
署
所
に

新
た
に
据
え
付
け
る
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
と
連
動
す
る
機
器
と
現
在
使
用
中
の
機
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器
を
一
時
的
に
併
設
設
置
す
る
た
め
、
既
存
及
び
新
設
機
器
の
細
部
に
わ
た
る
設
置

位
置
の
確
認
を
行
い
、
先
ほ
ど
御
説
明
し
た
仕
様
確
認
・
機
器
承
諾
へ
反
映
さ
せ
る

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
六
年
十
二
月
か
ら
令
和
七
年
一
月
ま
で
実
施
し
た
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
資
料
四
―
一
、
業
務
区
分
⑤
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
機
器
製
造
を
御
覧
く

だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

当
初
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
機
器
製
造
の
期
間
を
令
和
六
年
十
一
月
中
旬
か
ら

令
和
七
年
九
月
中
旬
ま
で
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和
七
年
三
月
中
旬
か
ら
九
月

末
ま
で
に
変
更
し
、
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
資
料
四
―
一
、
業
務
区
分
⑥
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
機
器
据
付
工
事
・
調

整
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

令
和
七
年
十
月
か
ら
令
和
八
年
二
月
中
旬
に
行
う
計
画
で
、
変
更
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
資
料
四
―
一
、
業
務
区
分
⑦
署
所
用
機
器
製
造
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

当
初
、
署
所
用
機
器
製
造
の
期
間
を
令
和
六
年
十
一
月
中
旬
か
ら
令
和
七
年
三
月

中
旬
ま
で
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和
七
年
三
月
中
旬
か
ら
七
月
中
旬
ま
で
に
変

更
し
、
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
資
料
四
―
一
、
業
務
区
分
⑧
署
所
用
機
器
据
付
工
事
・
調
整
を
御
覧
く
だ

さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

当
初
、
署
所
用
機
器
据
付
工
事
・
調
整
の
期
間
を
令
和
七
年
五
月
か
ら
九
月
ま
で

と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和
七
年
七
月
中
旬
か
ら
十
二
月
中
旬
ま
で
に
変
更
し
、

計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

引
き
続
き
、
資
料
四
―
一
、
業
務
区
分
⑨
一
一
九
番
通
報
受
理
回
線
切
替
事
前
試

験
、
⑩
一
一
九
番
通
報
受
理
回
線
切
替
、
⑪
運
用
調
整
、
⑫
完
成
検
査
に
つ
き
ま
し

て
は
、
工
程
計
画
に
変
更
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 
 
 

最
後
に
、
先
ほ
ど
業
務
区
分
の
期
間
変
更
に
つ
い
て
御
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
今
後
の
整
備
工
事
に
影
響
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

委
員
の
皆
様
か
ら
御
質
疑
、
御
意
見
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
御
発
言
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ー
質
疑
が
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
質
疑
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
工
事
工
程
概
要
に
つ
い
て
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 

○
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て 

柿
田
有
一
委
員
長 

次
に
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
休 

 

憩
） 

 
 
 
 
 

（
再 

 

開
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
特
別
委
員
会
の
付
議
事
件
で
あ
り
ま
す
消
防
庁
舎

及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
休
憩
中
に
御
協
議
い
た
だ
き
ま
し

た
と
お
り
、
本
組
合
に
お
け
る
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
来
年
度
も
引
き
続
き
庁
舎
等

新
築
工
事
、
雨
水
貯
留
槽
設
置
工
事
、
訓
練
塔
新
築
工
事
等
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
工
事
に
つ
い
て
引
き
続
き
調
査
し
た
い
の
で
、
地
方
自
治

法
第
百
九
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
く
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ

ん
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
異
議
な
し
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

御
異
議
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第
百
九
条

第
八
項
の
規
定
に
基
づ
く
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 
○
そ
の
他
に
つ
い
て 

柿
田
有
一
委
員
長 

次
に
、
そ
の
他
、
委
員
の
皆
様
か
ら
何
か
あ
り
ま
す
か
。 

 
 
 
 
 
 

小
高
委
員
。 



四
三 

 

 

小
高
浩
行
委
員 

今
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
、
御
協
議
い
た
だ
い
て
、
こ
こ
で
か
な
り
金
額
的
な
も
の

が
固
ま
っ
て
き
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
今
ま
で
の
こ
の
新
庁
舎
に

関
す
る
金
額
と
い
う
ん
で
す
か
、
請
負
金
額
が
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
当
初
予
定
し
て

い
た
想
定
と
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
う
い
う
状
況
な
の
か
と
い
う
の
が
分
か
る
よ
う
な

資
料
を
、
次
回
の
会
議
の
と
き
で
も
結
構
で
す
の
で
、
何
か
参
考
ま
で
に
頂
け
れ
ば

あ
り
が
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
皆
さ
ん
、
も
し
そ
れ
で
よ
ろ
し
け
れ
ば
そ
う
い
っ

た
も
の
が
で
き
る
の
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
す
み
ま
せ
ん
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

た
だ
い
ま
小
高
委
員
か
ら
御
提
案
が
あ
り
ま
し
た
、
ま
ず
事
務
局
、
準
備
は

で
き
ま
す
か
。 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

次
回
の
会
議
の
際
に
準
備
す
る
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

今
、
次
回
ま
で
で
あ
れ
ば
準
備
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
皆
さ

ん
、
資
料
の
要
求
が
あ
り
ま
し
た
が
、
次
回
会
議
の
際
ま
で
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
資
料
を
頂
く
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
は
い
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
次
回
会
議
の
際
、
速
や
か
に
作
成
し

て
い
た
だ
い
て
、
会
議
に
付
せ
る
よ
う
に
準
備
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

他
に
御
質
疑
ご
ざ
い
ま
す
か
。
よ
ろ
し
い
で
す
か
。
事
務
局
あ
り
ま
す
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
特
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

以
上
で
そ
の
他
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

委
員
の
皆
様
に
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

委
員
長
報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、
正
副
委
員
長
に
一
任
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

存
じ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

委
員
会
会
議
録
の
調
整
に
つ
き
ま
し
て
は
、
作
成
で
き
次
第
御
連
絡
い
た
し
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

こ
れ
に
て
閉
会
い
た
し
ま
す
。 

 

○
閉 

 

会 
 

午
後
三
時
二
十
八
分 


